
（モデル運用様式第３号）

平成 年 月 日

平成 年度「担い手経営革新モデルの実践事業」経営面積等報告書

岐阜県担い手育成総合支援協議会 殿

フリガナ

氏名・組織名称 印

フリガナ

代表者氏名

※代表者氏名は法人・組織のみ記入

当経営体の経営面積等については、下記のとおり報告します。

記

経営面積(a) 不作付地面積(b) 助成対象面積(a－b)

㎡ ㎡ ㎡

〈革新的技術実証面積〉

作目名 技術の名称 実証面積

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

計 （ ）技術 延べ ㎡

※経営面積等が確認できる下記の書類を添付すること

個人・法人の場合は、耕作証明または農地基本台帳の写し（特定作業受託がある場合は

「受委託契約書」の写しも併せて添付）

集落営農組織の場合は、当年産の「営農計画書」の写し等

※助成金の交付に当たっては、県協議会が助成対象面積の上限を定めた場合は、その面積を

上限とする。



（モデル運用様式第４号）
平成 年 月 日

岐阜県担い手育成総合支援協議会 殿
平成 年度 モデル経営体活動実績報告書

フリガナ フリガナ
氏名・組織名称 印 代表者氏名

※代表者氏名は法人・組織のみ記入

１．現地検討会・成果発表会等の開催実績

現地検討会・成果発表会等の名称 開催年月日 開催場所 参集者数（参集範囲） 現地検討会・成果発表会等の内容

２．その他「モデル経営体」としての特記すべき活動

○「活動実績報告書」には、以下の書類を添付すること（下記の添付書類により、自らが選択した革新的技術の実践の全てが確認できること）

・革新的技術実証の取組が確認できる記録（作業日誌の写しや実証の記録写真等）

・導入した資本装備等の写真

・「現地検討会・成果発表会」等での配布資料、参加者名簿、記録写真
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（モデル運用様式第５号）

平成２１年度担い手経営革新促進事業

（担い手経営革新モデルの実践事業）の取組成果報告書

（写真）

平成２２年１月

○○法人 代表取締役○○○○
（個人の場合には個人名）
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１ 経営概要

（１）地域の概要

□□□地域は・・・・

（２）経営体の沿革

平成□□年に法人を設立・・・・

（３）経営の概要

○労働力 社員□名、常時雇用□人、臨時雇用□人・日

【代表□才、正社員平均年齢□才】

○資本金 □□□円

○主要機械 トラクター（□馬力級×□台）、・・・

○主要施設 自作地□ｈａ、借地□ｈａ、作業受託□ｈａ（延べ）

○施設面積 ハウス□㎡・・・

○

○

（４）５年後の経営目標

○労働力 社員□名、常時雇用□人、臨時雇用□人・日

○資本金 □□□円

○主要機械 トラクター（□馬力級×□台）、・・・

○主要施設 自作地□ｈａ、借地□ｈａ、作業受託□ｈａ（延べ）

○施設面積 ハウス□㎡・・・

○

（目標とする経営規模、労働時間、生産費、所得水準等に触れつつ自由に記述）
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（５）技術・経営管理の特徴等を紹介

安定生産を図るため、□□を確立し、緑肥などの導入に努めており・・・・
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１ 新技術の導入

（１）□□□□□（←実践した技術毎に技術名を記載する。）

① 導入技術の特徴

・・・・

② 当該技術を導入した目的

・・・・

③ 導入技術の実証経過

・・・・

④ 生産費等のデータ

区分 □□□□□（栽培・技術） 慣行（統計値等）

作付面積 □□.□□ｈａ □□.□□ｈａ

単収（kg/10a） □□ｋｇ □□ｋｇ

粗収益（円/10a） □□円 □□円

生産費（円/10a） □□円 □□円

・肥料費 □□円 □□円

・□□費 □□円 □□円

労働時間（時間/10a） □□.□□時間 □□.□□時間

※モデル経営体実践実績報告書との整合性を図る

図表等 図表等
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⑤ 取組成果

・・・・

（生産費等のデータを用いて具体的に記述）

⑥ 課題

・・・・

（技術上の課題、コスト面での課題、労務面での課題をそれぞれ記述）

⑦ 経営体に与える当該技術の効果

・・・・

⑧ 地域への普及の取組

①日時

平成□□年□□月

②場所

□□□□

③参集 （写真）

地域農業者□□名、関係機関□□名

④内容

・・・・・・・
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モデル経営体の取組概要（ＨＰ掲載用）

経営体名

経営体の概要

経営規模 秋小麦 □□ □□ その他 合計

ha ha ha ha ha

新技術導入の効果

１ 労働力配分 □□□□□←実践した技術毎に技術名を記載

の合理化 （主な取組内容をデータを用いて記載）

○・・・・

○・・・・

２ 土地利用の □□□□□←実践した技術毎に技術名を記載

合理化 （主な取組内容をデータを用いて記載）

○・・・・

○・・・・

３ 資本装備の □□□□□←実践した技術毎に技術名を記載

効率化 （主な取組内容をデータを用いて記載）

○・・・・

○・・・・

地域への普及の取 開催状況等

組 ・・・・

（写真等）

現地検討会

○平成□□年□□月

○□□を対象に□□で現地検討

会を開催し、□□を行った。



（モデル運用様式第６号）

平成 年 月 日

岐阜県担い手育成総合支援協議会 様

フリガナ

氏名・組織名称 印

フリガナ

代表者氏名 印

※代表者氏名は法人・組織のみ記入

※代表者印を押印

平成 年度担い手経営革新モデルの実践事業実績報告兼支払請求について

このことについて、担い手経営革新モデルの実践事業実施要領第３の１の（３）の規定に

基づき、別紙のとおり平成 年度担い手経営革新モデルの実践事業の実績を報告します。

また、併せて助成金 円を下記口座に支払われるよう請求します。

記

１ 担い手経営革新モデルの実践事業実績報告

別添のとおり

２ 助成金振込先口座

※振込先口座の通帳（金融機関名、口座名義、支店コード、口座番号の確認できるページ）の写しを添付する。

金融機関コード 支店名 支店コード

□当座 □通知

□普通 □別段

カナ

漢字

金融機関名 種目

口座名義口座番号

桁数が７桁に満たない場合は、先頭から「０」を記入して７桁とする

銀行　信用金庫　信用組合　労働金庫

農業協同組合　信連　農林中金



（モデル運用様式第７号・特定農産物運用様式第６号【共通】）

平成 年 月 日

事業対象経営体の一部変更に関する申出書

岐阜県担い手育成総合支援協議会長 殿

フリガナ

氏名・組織名称 印
フリガナ

代表者氏名
※代表者氏名は法人・組織のみ記入

当経営体については、事業の参加申請時より一部変更がありましたので、下記のとおり届け
出ます。

記

１ 変更の事由発生日 平成 年 月 日

２ 変更の事由（具体的に記入してください）

３ 変更の内容

変更前（事業参加申請時） 変更後

フリガナ

氏名・組織名称

フリガナ

（代表者氏名）

住 所

振込先口座 （ 記入の必要なし ） 下記に記入

（変更後の振込先口座）
金融機関名 金融機関コード 支店名 支店コード 種目

銀行 信用金庫 信用組合 労働金庫 □当座 □通知

農業協同組合 信連 農林中金 □普通 □別段

口座番号 口座名義

カナ

漢字

※振込先口座の通帳（金融機関名、口座名義、支店コード、口座番号の確認できるページ）の写しを添付する。

＜注意事項＞
○変更内容について、その内容が確認できる書類を添付すること


	Taro-YoshikiB1
	Taro-YoshikiB2
	Taro-YoshikiB3
	Taro-YoshikiB4
	Taro-YoshikiB5

